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概要：Webアンケートは短時間で手軽に多くの回答を集めることができる．しかし，多様な回答を集めることができ
る自由記述設問において，「特になし」や適当な文字列といった不真面目回答が見られる問題がある．このような不真

面目回答を削減することを目的に，我々は過去に自由記述設問に着目した実験を行ってきた．その結果，自由記述設

問を最初に回答してもらうことで，不真面目回答率が減ること，離脱する人が多くなる傾向が見られ，不真面目回答
率が低くなる可能性が示唆された．また，スマートフォンでの回答は PCでの回答よりも離脱が多いことも見られた．
ここで，スマートフォンと PC での画面サイズは異なるものの，テキストボックスサイズは考慮していなかった．そ
こで本研究では，自由記述設問の順番およびテキストボックスの関係について調査を行った．その結果，自由記述設
問を最初に回答，かつテキストボックスが大きいと，離脱率が最も高くなる傾向が見られた．また，スマートフォン

はテキストボックスサイズによらず離脱率が高い傾向が示された． 
 
キーワード：Webアンケート，テキストボックス，自由記述，離脱率，スマートフォン，PC 

 

1. はじめに  

Webアンケートは，短時間で手軽に多くの回答を集める
ことが可能である．その中でも自由記述設問は，多種多様

な回答を集めることができ[1]，多くのデータを必要とする
社会調査や，研究での基礎データの収集の際にアンケート

内に組み込まれることが多い．しかし，このような自由記

述設問において，アンケート参加者全員が回答可能な自由

記述設問であっても「特になし」と回答する人や，「ajksfld」
といった不適切な文字列を回答する人など，不真面目に回

答をする人が見られる．このような回答が行われる原因と

して，自由記述設問は選択設問よりも回答に時間がかかり

[2]，回答者の負荷が大きいことが考えられる．我々はこの
問題に着目し，自由記述設問における不真面目回答を減ら

すことを目指している． 
我々はこれまでに，「退屈だと感じていない早い段階で

自由記述設問を回答してもらうことで不真面目回答率が低

くなる」という仮説のもと，自由記述設問をアンケートの

最初に回答してもらうグループと，最後に回答してもらう

グループに分けて実験を行った[3]．その結果，自由記述設
問をアンケートの最後に回答してもらう方よりも，最初に

回答してもらう方が不真面目回答率が低くなること，自由

記述設問の段階でアンケートを離脱する人が多いことがわ

かった．このことから，自由記述設問を最初に提示するこ

とで，不真面目に回答しようとしていた人が離脱し，不真

面目回答率が低くなったことが考えられる．さらに，デバ

イスに着目した追加実験において，スマートフォンでの回

答は PC での回答よりも離脱が多いこと，またスマートフ
ォン，PCともに最初に自由記述があると離脱率が高くなる
ことが示唆された[4]． 
ここで，Smyth ら[5]や Maloshonok ら[6]は，テキストボ

ックスが大きく表示された人は，小さく表示された人より
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回答の質が有意に高いこと，長い回答を書く可能性が高い

ことを明らかにしている．また，畑中ら[7]は，通常のテキ
ストボックスよりも入力欄が大きいテキストボックスは，

離脱率が高くなる傾向を明らかにしている．つまり，我々

がこれまでに調査を行ってきた自由記述設問の順番につい

ても，自由記述設問が序盤にあり，そのテキストボックス

が大きい場合は離脱率が高く，自由記述設問が後半にあり，

そのテキストボックスが小さい場合は離脱率が低くなると

期待される．このように，自由記述設問の位置と，テキス

トボックスサイズと組み合わせることで，離脱率を制御す

るとともに，結果的に不真面目回答率も制御できるのでは

と期待される． 
そこで本研究では，自由記述設問の順番とそのテキスト

ボックスサイズがそれぞれ異なるアンケートを実施し，順

番とサイズという要因が離脱率に及ぼす影響について調査

を行う．また，スマートフォンと PC というデバイスによ
る違いが，離脱率や回答に及ぼす影響についても明らかに

する． 
 

2. 関連研究 

アンケートの後半における回答および回答時間に関す

る研究は多く行われている．Schmidt ら[8]は，自由記述設
問が後ろにあるほど，解釈可能な回答をする度合いが有意

に低くなると明らかにしている．Yan ら[9]は，4 つの Web
アンケートについて分析を行い，アンケートの最後に近づ

くほど質問に回答する時間が短くなることを明らかにして

いる．また Galesicら[10]は，アンケート後半になるとアン
ケート開始直後より回答時間が短くなることを明らかにし

ている．このように，アンケートの後半になると，回答の

質や回答時間に影響を及ぼすことが知られている． 
テキストボックスサイズが回答に及ぼす影響に関する
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も実際は大きく見えてしまい，アンケートの負荷を大きく

感じ離脱してしまったことが考えられる．そのため，スマ

ートフォンでのアンケート回答者に対しては，テキストボ

ックスをはじめ，ラジオボタンサイズなどにも注意する必

要がある． 
 

6. まとめ 

本研究は，Webアンケートでの自由記述設問における不
真面目回答削減を目指し，自由記述設問のテキストボック

スサイズおよびアンケート内での回答順序が離脱率に及ぼ

す影響についてデバイスにも着目しつつ調査を行った． 
実験の結果，最初群（大）および最初群（小）では 1問

目にも回答せずアンケートから離脱する人が 30.3~45.8%
もいることが示された．また，自由記述設問を最初に大き

いテキストボックスで回答してもらうことで，離脱率が最

も高いものの，自由記述設問での回答時間もまた最も長く

なることがわかった．さらに，スマートフォンと PC で回
答の比較を行ったところ，スマートフォンの方が PC より
離脱率が高いこと，PCの方がスマートフォンより文字数が
多いこと，最初群（大）を除く 3つの群で，PCの方が自由
記述設問における回答時間が長くなることが示唆された． 

今後は，真面目回答者に離脱をさせず，不真面目回答者

には離脱を促すアンケートシステムの実現を考えている．

また，アンケート依頼者側に向けたシステムとして，依頼

したいアンケートが不真面目回答が集まりやすくなってし

まうのかどうか，依頼するアンケート内容や自由記述設問

の順番から提案するシステムの実現を考えている． 
 
謝辞 本研究の一部は JSPS 科研費 JP22K12135の助成を

受けたものです． 
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最初群（小） 9 5 2 

最初群（大） 9 0 2 

最後群（小） 4 0 2 
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表 12 スマートフォンにおける 

画面サイズごとのアンケート離脱率（%） 

 画面サイズ小 画面サイズ大 

最初群（小） 48.0 41.4 

最初群（大） 66.4 50.8 

最後群（小） 40.4 30.4 

最後群（大） 40.7 32.1 
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付録 

 

付録 1 アンケートの回答順序，質問項目，回答形式 

設問名 最初群 最後群 質問項目 回答形式 

Q-a 1問目 12問目 
スマートフォンの主な使用用途について，複数個回答し

てください 

自由記述 

Q-b 2問目 13問目 
スマートフォンを購入する際に重視する点を可能な限り

回答してください 

自由記述 

Q-c 3問目 14問目 

今現在所有しているスマートフォンについて，不便・不満

な点について回答してください．現在所有しているスマ

ートフォンに不便・不満な点が 1つもない人は，過去に所

有していたスマートフォンに感じた不便・不満を回答し

てください 

自由記述 

Q-d 4問目 3問目 

スマートフォンを 1 日にどのくらいの時間利用するか回

答してください 

6 択（30 分未満，30 分以上 1 時間未満，1

時間以上 3 時間未満，3 時間以上 6 時間未

満，6時間以上 12時間未満，12時間以上） 

Q-e 5問目 4問目 

あなたの両目の視力を回答してください．コンタクトレ

ンズやメガネでの矯正をしている人は，矯正している状

態での視力を回答してください 

5択（0.1以下，0.1~0.5，0.5~1.0，1.0以上，

わからない） 

Q-f 6問目 5問目 
スマートフォンを使用している際，スマートフォンと顔

のおおよその距離について回答してください 

5 択（10cm 以下，10~20cm，20~30cm，

30~40cm，40cm以上） 

Q-g 7問目 6問目 
スマートフォンを使用しているとき，スマートフォンを

どの程度の高さで使っているか回答してください 

5択（目の高さ，首の高さ，胸の高さ，お腹

の高さ，それ以下） 

Q-h 8問目 7問目 
スマートフォンを使用している際，ピントが合わないこ

とがどれくらいあるか回答してください 

4 択（頻繁にある，時々ある，ごく稀にあ

る，全くない） 

Q-i 9問目 8問目 
スマートフォンをよく利用するときの姿勢として，最も

当てはまるものを回答してください 

4 択（歩いている，立っている，座ってい

る，寝ている） 

Q-j 10問目 9問目 

日常生活で肩こりや首のこりを感じるか回答してくださ

い 

4 択（肩こりと首のこりを両方感じる，肩

こりのみある，首のこりのみある，両方な

い） 

Q-k 11問目 10問目 
日常生活で目の疲れをどの程度感じるか回答してくださ

い 

4択（とても感じる，少し感じる，あまり感

じない，全く感じない） 

Q-l 12問目 11問目 

1 日あたりスマートフォンをどのぐらい使うか回答して

ください 

6択（12時間以上使っている，6時間~12時

間，3時間~6時間，1時間~3時間，30分~1

時間，30分より少ない） 

Q-m 13問目 1問目 性別を回答してください 3択（男性，女性，回答しない） 

Q-n 14問目 2問目 
年齢を回答してください 7択（10代，20代，30代，40代，50代，

60代以上，回答しない） 
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